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Sumrnary 
The effect of a film-forming antitranspirant (AT) on the improvement of plant water 
status of Glycine max (L.) Merr. growing in the field during flower formation was studied. 
Greener， a microcrystalline wax emulsion AT containing emulsifier， applied at concentra-
tions of 5 and 10% in water was effective in reducing plant water stress by improving 
plant water potential compared to untreated plants. Spray treatment with 10%A T 
Greener was even more effective. 
Key words: Antitranspirant， Glycine mαx (L.) Merr.， Leaf water potential. 
緒 言
我が国では，太平洋沿岸地域で見られる夏期の季節的早魁の害が大きい.この期の降雨は2
回の降雨簡の無!建水期が長く，数週間以上におよぶ事も少なくない.土壌の保水量は摂られて
おり，無降雨期が長くなると根層の水が枯渇し，植物による吸水が国難となり卒離の被害を受
けるようになる九植物の生殖生長期は水ストレスに対する感受性が特に高い.一般的に，花芽
の原基形成開始期や開花期の水ストレスが特に障害を引き起こしやすい2) ダイズを花芽誘導
中に水ストレスにあわせると，開花期間が短くなり不稔の花を生じるが，登熟期間中に水スト
レスにあわせると，種子の数と重量が減少，すなわち収量の低下につながる3) この，収量を左
右する重要な時期に夏期の季節目的早魁が出会うと，ダイズの作況は著しく低下させられる.従
って，この期間におけるダイズの水利用効率を高め，ひいては水ストレスを軽減させる方法を
探ることは大きな意義がある.
植物による水利用効率を高めるためのアプローチのーっとして蒸散抑制剤 (AT)の使用があ
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る.ATは植物の水分の損失を抑える働きを有するが，作用モードによって，気孔制御型(close
stomata) ， フィノレム形成型 (filmforming)，光散乱型 (increaseplant reflectivity)の3つ
に分類されるべ気孔制御型の一つで，ストレスホルモンと呼ばれるアブサイシン酸 (ABA)
比細胞の膨圧の消失によりその生成が挺進されると考えられる毒性のない，直接的に気孔に
作用して植物の蒸散を低下させる化合物である九 Xuら的は ABAの実効性について報告して
いるが，ポット植えされたソルゴーの幼植物を ABA処理すると気孔蒸散速度とクチクラ蒸散
速度の減少を通してソルゴーの耐乾燥性が高まるという.しかしながら，その効果の持続性お
よび展着性については不明であり，圃場においての実効性ははなはだ疑わしい.一方，フィル
ム形成型ATは上記の点において有望視される化合物であり，ラテックス，プラスチック，シ
リコンヲポリテノレペンそしてワックス系といった様々なタイプの高分子化合物が利用されてい
る九本報告で使用されたグリンナーはワックス系に属する化合物である.フィノレム形成型AT
の実効性については数多くの報告がある.MartinとLink8)は，蒸散の抑制により鉢植えされ
たキク (Chrys仰 themummor扮liumRamat.)を長持ちさせる効果が得られたと報告してい
る.また，シネラリア (Seneciocruentus CD)の水ストレスを押さえるのに効果的であったこ
とも報告されている九鑑賞用のアジサイ(めdrangeamαcroPhylla Thunb.) 制使用した実験
でも蒸散抑制効果が報告されている 9) このように，フィルム形成型ATは主として鑑賞用の花
井植物のディスプレイを長持ちさせるために利用されており，闘場において作物の水ストレス
を軽減し得るか，検討はほとんど行われていない.わずかに，グリーンハウスで栽培したポテ
トでフィルム形成型ATの使用により収量の増加に成功したことが報告されているだけであ
る10)
本報告の目的は，上記の点についてダイズを用いて検討することである.
材料および試験方法
試験は秋田大学教育学部付属農場闘場において実施した.供試した置場の面積は約2.5a(15 
m X 15m)，試験実施年度は1987年である.酸度矯正のために耕起時に炭カルを150kg/10a
混施した.一定期間をおいて，基肥として硫安，重過リン酸石灰，塩化カリを，それぞれ10，
30， 22.5kg/10a施用， 1m間隔で畝立てを行い，黒色ポリマルチをかけた.畝罵左右に， 30cm 
間隔で，ダイズ(品種スズユタカ)を 3粒ずっちどりに播種した.初生葉展開後，間引きして
1株を残した.園場中央部に，両サイドに刈り取り区のある，長さ10mの畝6列を有する試験
区を確保した.試験区の対極，土壌表層部30cmの所にテンシオメーター(エアプール式，大起
潔化工業株式会社)のポーラスカップを2個埋設し，土壌水分張力 (pF)を測定した.試験区
は，対照誌(水)，フィルム形成型ATグリンナー(ワックス水和剤，株式会社 日本グリンナ
)ー20倍希釈区 (5%水搭液)， 10倍希釈区 (10%水湾液)，それぞれの 2反復，計6列から成
る.グリンナーの散布は， 8月10日に，葉の表，裏に薬剤が均一にかかるように注意しながら，
滴が落ちてくるまで電動噴霧器を用いて行った.対照区は向量の水を噴霧した.水ポテンシヤ
/ルレの潤定は We臼叩nk王ertらl
それぞぞ、れ6: 0∞， 12: 00， 18: 00に，プレッシャーチャンパー(DIK-P.C.-40型，大起理化工業
株式会社)を用いて行った.mu定に際しては，光が十分に当たっている，生長の完了した上か
ら 3番自の本葉を用いた.葉をビニール袋にいれ，自呼吸によりビニール袋内部を十分に過湿
にした後，葉柄をメスでビニール袋の中に切り落とした.袋の関口部から葉柄を外に出し，ラ
ッピングするように内部の空気を追い出した.葉柄を傷めないよう注意しながら，袋の関口部
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をワイヤーで結んで緊密に閉じ切断部分が乾かないよう湿らした綿を巻き付けた.葉柄の窪よ
り少し大きめの穴をあけ，縦に半分に切断したNo.2のシリコンゴム栓に，口腔用シリコーン印
象材(株式会社松風，デントシリコーンV，インジェクションタイプ)を用いて葉柄を緊密
に取り付けた.この際，チャンパーのふたの関口部より葉柄が5mm以上出ないよう考慮した.
これを密封用パッキングのシリコンゴム栓NO.8にさし込み，プレッシャーチャンパーの中に封
入した.窒素ガスをチャンパー内に入れ葉を加庄し，ルーペ (10倍)によって葉柄切断面から
導管水が浸出し始めるのが観察された時の圧力を葉の水ポテンシャルとした.チャンパー内へ
の窒素ガスの加圧速度は初期がO.02MPa/ sec.，終点付近においてO.005MPa/ sec.とした.栽培
期間中，病害虫防除のためのいかなる薬剤の散布も行わなかった.
結果と考察
図1は，闘場で実施したフィルム形成型ATグリンナーの 1回散布が，ダイズの水ポテンシ
ャルの日変化リズムに及ぽす影響を散布濃度を変えてみたものである.グリンナーの散布は，
水ストレスに対する感受性が高い，開花期の8月10日に行った.グリンナー散布直後， 8月12
日と 8月15日にそれぞれ12mm，27mmの降雨があった.水ポテンシャル測定時の13臼(降雨 1日
後)と19日(降雨4日後)の土壌pFは，
それぞれ1.7と2.0であり，降雨4日後の
19日の土壌は13日に比べ少し乾燥してい
た.一般的に，圃場における土壌植物
の水分状態は，土壌，植物，共に，日中
水ポテンシャノレが減少し，日没後増加す
るという日変化を示すが円図 Iは，闘場
において，上述の水ポテンシャルの日変
化リズムが現れることを良く示している.
ATの散布が植物の水ポテンシヤルの
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中の植物の径時的な水ポテンシャノレの変 0.5 
化を測定し， ABAが蒸散を大きく抑え
た結果として，水ポテンシャルの低下を
遅らすことができたと報告している.ま
た， Davenportら14)は，グリンナーと同
タイプのワックス乳化剤であるモーどル
リーフ (Mobileaf，Mobil Oil Co.) を
ピーチ [Prunusρersica(L.) Batsch.] 
の葉にペイントブラシで塗布し，塗布し
た葉は塗布しないものに比べ， 2週間後，
水ポテンシャルが有為に高く，水ポテン
シャルを増加させることでピーチの果実
を肥大させることに成功した.
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Figure 1. Rainfall for the August ， 1987， effect of 
antitranspirant on water potential of field 
grown soybean plants during flow巴rforma-
tion and the soil pF. Means土S.E.are given 
for n = 8-10. Significant differences betwεen 
control and treated plants are marked by 
*: p<0.05 and ** : p<O.Ol 
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ところで，顕場における作物の水分状態の改善に対する薬剤の効果を判定する場合，処理に
よる日変化リズムのパターンを比較するのが最良の方法である.夕、イズの日変化リズムにおよ
ぽすグリンナーの影響をみると，降雨直後のストレスの弱い8月13日の夕方において，グリン
ナー処理による水ポテンシャルの増加が認められた(図 1).これは， 8月19日，障摘から 4日
自では更に歴然として現れ，グリンナー処理が水ポテンシャルの増加を通して開花期のダイズ
のストレスを軽減し，ストレスからの回復を早めることが明らかである.処理濃度を比較する
と， 10惜希釈 (10%水溶液)が20信希釈 (5%水溶液)よりもストレス軽減効果が高いことが
わかる.また，上述の結果は，散布後， 2回の降雨に遭遇しでもその効果の持続性が保たれた
ことを示している.AT館用による作物の水ストレスの軽減，収量の改善効果に対する報告はほ
とんどないが川本結果から，夏期の季節約阜魁の起こりやすい時期と水ストレスに対する感受
性が特に高い生殖生長期が重なる時，フィルム形成型ATの使用がダイズによる水利用効率
を高め，収量の減少を緩和させることを可能にするものと期待される.
摘 婆
フィルム形成型蒸散抑制剤の葉面散布が，間場で栽培されている開花期のダイズ(品種スズ
ユタカ)の，水分状態に及ぽす影響について検討した.ワックス系であるグリンナーを 5%と
10%の濃度で散布した.両濃度区とも，水ポテンシャルの増加を通して開花期の夕、イズの水ス
トレスを軽減したが，その効果は10%処理の方が5%処理よりも高かった.
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